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県
下
民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ま
に

は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
、
県
民
児
協
の
会
長

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
１
期
３

年
の
任
期
中
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
安
心
し
て
住
み
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

や
孤
立
・
孤
独
を
な
く
す
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

現
実
の
課
題
は
、
そ
れ
を
上
回
る

勢
い
で
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
切
れ
目
の
な
い

支
援
活
動
が
継
続
さ
れ
ま
す
よ
う
、

よ
り
一
層
「
民
生
児
童
委
員
の
活

動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
民
生
児
童
委
員
活
動

は
人
生
の
経
験
を
活
か
し
、
人
生

を
よ
り
輝
か
せ
て
く
れ
る
活
動
で

す
。
地
域
に
は
皆
さ
ま
を
必
要
と

し
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
思
い

や
り
を
持
ち
、
信
頼
さ
れ
る
民
生

児
童
委
員
と
し
て
、
元
気
に
活
動

さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

長
野
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会

前
会
長

百
瀬　

弘

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様

に
は
、
昨
年
12
月
の
一
斉
改
選
に

よ
り
、
新
た
な
３
年
間
の
任
期
を

お
務
め
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
、

こ
ど
も
た
ち
へ
の
見
守
り
な
ど
、

本
県
の
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、

多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
県
は
、
長
寿
県
で
あ
る
一
方
、

全
国
平
均
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

少
子
化
や
核
家
族
化
に
よ
り
、
地

域
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
る
中
、
共

に
助
け
あ
う
意
識
の
低
下
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
、
長
野
県
は
「
確
か
な
暮

ら
し
が
営
ま
れ
る
美
し
い
信
州
」

を
基
本
目
標
と
す
る
総
合
５
か
年

計
画
「
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ

ン
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
昨
年

７
月
、
高
齢
者
等
の
孤
立
死
な
ど

を
防
ぐ
た
め
、
ガ
ス
、
電
気
、
新

聞
販
売
店
等
の
民
間
事
業
者
並
び

に
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

連
合
会
の
皆
様
と
「
長
野
県
地
域

見
守
り
活
動
（
し
あ
わ
せ
信
州
見

守
り
活
動
）
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
民
の
皆
様
が
、
明
日
へ
の
希

望
を
持
っ
て
日
々
の
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
、
万
一
の
場
合
に
は
、

温
か
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
安
心
感
を
大
切
に
施

策
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

様
々
な
場
面
で
御
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

長野県知事

阿部　守一

退
任
に
寄
せ
て

こ
の
た
び
、百
瀬
前
会
長
が
藍
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県民児連の新役員決定！
一斉改選後、初の理事会において、
本会の会長・副会長が選任されました。
新役員は次の方々です。

会　長　伊藤　篤志（長野市）
副会長　小平　武　（諏訪市）
副会長　松嶋　隆徳（安曇野市）
副会長　増田　宗彦（上田市）
理　事　小平　實　（佐久市）
理　事　城倉　直彦（伊那市）
理　事　椎名　佑平（飯田市）
理　事　畑中　実祐（王滝村）
理　事　北原　和好（大町市）
理　事　平田　展男（野沢温泉村）
監　事　望月　健一（小諸市）
監　事　山本　雄二（松本市）
　　　　　　　　　―敬称略―
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本
会
の
組
織
お
よ
び
運
営
に
つ
い
て
よ
り
適
正

か
つ
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
県
内
市
町
村
民
児

協
活
動
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
に
、
平
成
25
年

12
月
1
日
よ
り
本
会
会
則
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

す
べ
て
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民
生
委

員
法
第
20
条
に
よ
り
、
市
町
村
の
一
定
区
域
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
（
長
野
県
で
は
民
生
児
童
委
員
協
議
会
）
」

（
民
児
協
）
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
市
に
あ
っ
て

は
そ
の
区
域
を
数
区
域
に
分
け
た
区
域
を
も
っ
て
、

町
村
に
お
い
て
は
そ
の
区
域
を
も
っ
て
1
区
域
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
民
児
協
を
法
定
単
位
民
児
協

あ
る
い
は
地
区
民
児
協
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
長
野

県
内
で
は
、
５
、２
５
９
名（
定
数
）
の
民
生
委

員
児
童
委
員
（
主
任
児
童
委
員
を
含
む
）
が
、
284

の
法
定
単
位
民
児
協
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
、
市
あ
る
い
は
郡
（
県
内
で
は
、
下
伊
那

郡
・
木
曽
郡
・
東
筑
摩
郡
）
・
県
に
組
織
さ
れ
る

連
合
民
児
協
（
任
意
民
児
協
）
が
あ
り
ま
す（
右

図
参
照
）。

　

民
児
協
で
は
、
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
じ

て
把
握
す
る
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、
対
応
に
つ

い
て
検
討
し
た
り
、
研
修
を
実
施
し
た
り
し
ま
す
。

個
人
と
し
て
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
組
織
と

し
て
民
児
協
が
支
え
、
さ
ら
に
は
民
児
協
と
し
て

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協
働
し
て
地
域
福
祉

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
民
児
協
に
お

い
て
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
重
点
目
標
を
掲
げ
、

地
域
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
（
次
頁
へ
続
く
）

長
野
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

連
合
会
に
名
称
変
更

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会（
民
児
協
）と
は

特集

民
児
協
っ
て
何

長
野
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
県
民
児
連
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
主
任
児
童
委
員
を
含
む
）

5,259名
うち
主任児童委員
460名
（定数）

任意（連合）組織 法定(単位)組織
民生委員法第20条
に基づく組織（284）

○○市民児協
（19）

○○市○○地区
民児協（226）

○○町民児協（17）

○○村民児協（17）

○○村民児協（5）

○○町民児協（3）
○○村民児協（10）

○○町民児協（3）
○○村民児協（3）

下伊那郡民児協

木曽郡民児協

東筑摩郡民児協

相談役
顧　問
参　与

会　 長（1）

生活福祉資金推進部会
　部会長（1）
　副部会長（1）
　部会員（8）

子育て環境づくり部会
　部会長（1）
　副部会長（1）
　部会員（8）

長野県民生児童委員だより
編集委員会
　委員長（1）
　副委員長（1）
　委　員（2）

副会長（3）

理 　事（6）

監 事 2 名

事務局

評議員会  30名以内
理事会  10名以内

項　目
名　　称 長野県民生委員児童委員協議会連合会 長野県民生児童委員協議会

県内民生委員児童委員

記載なし

県内市町村民生児童委員協議会

理事・評議員・監事を選出 代議員を選出、その代議員の
中から理事・監事を選出

民生児童委員を退任した場合、役員の
資格を失う。 

任期満了後も後任が決まる
までは職務を行う。

相談役、顧問、参与を置くことができる。
役割を明記
理事会・評議員会等の会議について充足
数および議事録の作成を明記 

顧問、参与若干名を置くこと
ができる。

３６名４２名以内

組織構成

役員の定数

役員の選任

役員の任期

相談役、顧問
及び参与

会　　議

改 　正 　後 改 　正 　前

長
野
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
組
織
構
成
図

（Ｈ25.12.1改正）

グ
ラ
フ
で
見
て
み
よ
う！

グ
ラ
フ
で
見
て
み
よ
う！

活動件数は前年度に比べ減少しており、内容別では、「地域福祉活動・自主活動」
が最も多く、次に「行事・会議等への参加」、「相談・支援」と続いております。

24年度
23年度
22年度

180,000150,000120,00090,00060,00030,000

資料提供：県健康福祉部地域福祉課

136,684
134,683
135,438

144,186
148,185
147,846

101,844
96,484
97,773

11,960
12,686
10,895

2,012
2,486
1,926

114,085
117,732

102,158

162,471
183,295

167,716

0

１ 

内
容
別
活
動
件
数

0 50 100 150 200 250 300 350

150100500

19年度

平成24年度の民生委員1人当たりの平均活動日数は135日です。

132

129

142

134

133

135

295

288

293

298

309

303

154

151

152

153

158

151

141

137

141

145

151

152

20年度

21年度

22年度

23年度

24年度

活動件数 訪問件数 活動日数

（件／人）

（日／人）

２ 

民
生
委
員
一
人
当
た
り
の
活
動
状
況

相談･支援

地域福祉活動･自主活動

行事･会議等への参加

民児協運営・研修

調査･実態把握

証明事務

要保護児童の発見の通告
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●
地
域
で
の
孤
立
を
な
く
す
た
め
に

　
子
育
て
中
の
親
が
育
児
の
悩
み
を
共
有
し
た
り
、

一
息
つ
く
こ
と
の
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
と
し
て

の
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
や
地
域
の
高
齢
者
が
集
う

こ
と
が
で
き
る
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
事
業
者
と

協
力
し
て
、
地
域
に
お
け
る
孤
立
を
な
く
す
た
め

の
見
守
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
（
左
イ
メ
ー
ジ

図
参
照
）

●
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に

　
通
学
路
・
遊
び
場
の
危
険
箇
所
を
点
検
し
た
り
、

登
下
校
時
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
犯
罪
被
害
か
ら

子
ど
も
を
守
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た

り
、
子
育
て
家
庭
の
見
守
り
や
相
談
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

●
住
民
の
安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の
た
め
に

　
も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
緊
急
連
絡
先
や
持
病
、

常
備
薬
な
ど
を
記
入
し
て
保
管
す
る
緊
急
安
心
キ

ッ
ト
を
配
布
し
た
り
、
特
殊
詐
欺
等
の
悪
質
商
法

へ
の
注
意
喚
起
や
夏
季
の
熱
中
症
予
防
の
呼
び
か

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
災
害
に
備
え
て

　
災
害
時
に
自
力
で
避
難

が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が

い
者
を
把
握
し
、
地
域
住
民
と
と
も
に
支
援
の
た

め
の
態
勢
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
地
域
を
よ
り
住
み
や
す
く
す
る
た
め
に

　
関
係
機
関
と
地
域
に
お
け
る
課
題
の
共
有
を
図

っ
た
り
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
意
見
具
申
を
行

う
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
住
み
よ
い
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
地
域
に
お
け
る
つ
な
ぎ
役

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
住
民
の
抱
え
る

悩
み
ご
と
や
地
域
に
お
け
る
課
題
を
掘
り
お
こ
し
、

行
政
や
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
役
割
（
専
門
機
関
の

紹
介
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
連
絡
等
）
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

特集 民児協って何

長野県民生委員児童委員
協議会連合会

民間事業者等県

市町村

民生委員・児童委員
各警察署・
交番

協定締結

③安否確認

③′安否確認

協力要請

③′安否確認

②′緊急を要する
場合は、直接通報
する

協力要請

協定締結

業務で訪問配達員等

②担当窓口に連絡

①異常が
あった場合

個人宅

民生委員・児童委員が連携・協働する関係機関・専門職

市区町村役場 社会福祉協議会

町内会・自治会
近隣住民
知人・友人

ボランティア 地域包括
支援センター

ケアマネジャー
保健所

保健師

ハローワークケースワーカー

福祉事務所医療機関

医師警察・消防

ホームヘルパー

保育士
福祉施設

学校・保育所 教員

児童福祉司
児童相談所

民生委員児童委員
協議会

民生委員・児童委員
主任児童委員

地域見守り活動に関する協力体制イメージ
地域見守り活動に関する実施要領

前
回（
平
成
22
年
）の
一
斉
改
選
後
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

まったくやりがい
を感じない

あまりやりがい
を感じない

0％

ある程度やりがいを
感じている

とてもやりがいを
感じている

（
各
地
域
よ
り
ラ
ン
ダ
ム
に
抽
出
し
た
149
名
の
新
任
委
員
か
ら
回
答
を

得
た
結
果
で
す
）

15％ 12％

73％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

88
74

50
43

19
17
16
15

8
6
5
2

断りきれなかったので
地域のために働くことは、やりがいあると思ったので

社会貢献活動として重要と思ったので
月1回程度の活動で、だれにでもできると聞いて気軽に

これまでの仕事の経験が活かせると思ったので
その他

これまでの地域での活動が活かせると思ったので
家族から後押しされたので

民生児童委員に以前から関心があったので
大変名誉なことだと思ったので

友人や仲間ができると思ったので
特に理由はない

●民生児童委員を引き受けた動機について●民生児童委員活動に対して、感じている
　「やりがい」について

※「あなたのまちの民生委員・児童委員」より抜粋
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社
会
福
祉
協
議
会
（
略
称
は
社
協
）
は
、
そ
の

地
域
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
住
民
や

福
祉
関
係
者
、
行
政
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

企
業
と
幅
広
く
連
携
し
て
地
域
福
祉
推
進
活
動
を

自
主
的
に
進
め
る
民
間
団
体
で
す
。
社
会
福
祉
法

第
109
条
に
定
め
ら
れ
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に

必
ず
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
区
町
村
に
設
置
さ
れ
た
社
協
は
、
地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
（
町
内
会
・
自
治
会
が
代
表
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
）
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
含

む
社
会
福
祉
や
保
健
・
医
療
、
教
育
な
ど
の
関
連

分
野
の
関
係
者
、
さ
ら
に
、
地
域
社
会
を
形
成
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
・
団
体
・
機
関
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

構
成
組
織
・
団
体
等
は
、
社
協
に
お
け
る
会
員

あ
る
い
は
役
員
と
し
て
位
置
づ
け
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
で
す
。

　
社
協
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
な
ど
、
住
民
の
福
祉
活
動
の
場
づ
く
り
な

ど
の
援
助
や
、
社
会
福
祉
に
関
わ
る
公
私
の
関
係

者
・
団
体
・
機
関
と
の
連
携
の
し
く
み
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
な

ど
の
直
接
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
、
実
施
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
や
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
な
ど
の
相
談
窓
口

も
市
区
町
村
社
協
が
担
っ
て
い
ま
す
。

民
児
協
が
協
働
す
る
社
協
と
は

●どんな時に民生委員・児童委員としてのやりがいを感じたか●活動をしていく上での悩みや苦労について
0 10 20 30 40 50 60 70

70

67

44

42

40

39

33

31

19

3

2

地域住民や身の回りの組織や団体の活動を知ることができた

住民や相談者から感謝やねぎらいの言葉をかけてもらった

地域社会やお世話になったことへの恩返しができた

地域の福祉活動推進に貢献できた

活動を通じて仲間ができた

活動を通じて自分自身が成長できた

困っている人を助けることができた

地域の人々の認知や協力が得られた

活動が自分の生活の「はり」につながっている

特に思い当たらない

その他

0 20 40 60 80 100 120
105

43
40
35

25
23
18
15
14
11
5
4
4
4
1
1
1

プライバシーにどこまで踏み込んでいいのか戸惑う
援助の範囲、支援の方法がわからない

社会福祉制度の知識や情報が追いつかない
予防や早期発見につながる情報把握がしにくい
行政や社協からの協力依頼事項が多すぎる
個人情報の取扱いについて不安である

会議や研修などに取られる時間が多すぎる
町内会や自治会の行事、慶弔などの負担が大きい

受け持ちの世帯数が多すぎる
その他

訪問先に委員として受け入れてもらえないことがある
援助が困難な場合の相談先が判断しにくい
行政や社協の協力が得にくいことがある

特にない
相談件数が多すぎる

民児協内に相談できる仲間や先輩がいない
事務局任せで委員の主体性が発揮しにくい

■「
民
児
協
の
関
係
機
関・団
体
リ
ス
ト
」

　 

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

（
富
士
見
町
民
児
協
の
作
成
例
）

富士見町社会福祉協議会

TEL 62-6766
住所　富士見町富士見8988-1

民生児童委員協議会事務局

民生・児童委員協議会
定例会

住所　富士見町落合10,777
TEL 62-9144　FAX 62-5228

（住民福祉課　社会福祉係）
富士見町地域包括支援センター

老人保健施設あららぎ内
TEL 62-8200　FAX 62-8200

住所　富士見町落合11,106-1

町教育委員会 （子ども課）
総務学校教育係62-9235
子ども支援係　62-9237

奨学生審議会
就学援助
乳幼児家庭教育学級

FAX 62-6772

◎社会福祉協議会一般事業
　生活支援・心配ごと相談・ボランティア
　地区社協・町受託事業
◎介護保険事業・障がい者福祉サービス事業
　居宅介護支援・訪問介護・通所介護
　訪問入浴介護・短期入所・特定高齢者
　認知症介護予防・介護サービス
◎地域活動支援センター事業
◎障害者総合支援
◎小規模多機能型居宅介護支援事業
◎生活福祉資金貸付

（担当係：介護高齢者係　62-9136）
介護保険事業

申請・認定調査事務
（台帳管理）独り暮らし台帳　高齢者台帳
　　　認知症台帳・寝たきり者台帳
・おたっしゃ生きがい生活支援事業
・緊急通報装置

・しらかば園　　　　62-7088
・諏訪養護学校　　　62-5600
・地域活動支援センター赤とんぼ
　　　　　　　　　　61-2310

・子育て広場AiAi　　62-5505
・富士見保育園　　　62-2422
・西山保育園　　　　62-4316
・本郷保育園　　　　62-4130
・落合保育園　　　　62-2602
・境保育園　　　　　64-2159

・ふれあいセンター
　　　62-6762・62-6766
　　　　ディサービス・ショートスティ
・清泉荘
　　　61-8210・64-2820
　　　　ディサービス・ショートスティ
・特老　紅林荘
　　　61-2080
　　　　ディサービス・ショートスティ
・特老　恋月荘
　　　ショートスティ
・老健　あららぎ
　　　62-8008
　　　　ショートスティ・デイケア・
　　　居宅介護支援事業ｹｱﾏﾈ
・さくらの
　　　70-1222
　　　地域密着型老人福祉施設
　　　老健施設ショートスティ・デイケア
・やまゆり
　　　61-1011
　　　グループホーム・ディサービス
・ひなたぼっこ
　　　61-2335
　　　宅幼老所ディサービス・グループホーム・
　　　居宅介護支援事業ｹｱﾏﾈ

・富士見小学校　　　62-2126
・本郷小学校　　　　62-2128
・境小学校　　　　　64-2014
・富士見中学校　　　62-2009

・介護予防活動
　　一般高齢者事業・特定高齢者事業
　　地域での介護予防活動支援
・高齢者総合相談窓口
・権利擁護に関する相談支援
・包括的・継続的ケアマネージメント支援

ボランティア
支援

ボランティア
支援児童・母子等

福祉部会

◎各種研修会参加
　県研修・地区会研修・
　専門部会研修
　認知症サポーター研修
　信州あいサポーター研修
　ほか

入学（園）式・卒業（園）式
運動会・音楽会・懇談会・
評議員・学校・保育園関連
行事への参加及び子育て支援
・見守り活動

主任児童委員
地　区　会

障がい者
福祉部会

高齢者
福祉部会



長野県民生児童委員だより 6

新民生児童委員に送るエール
　

私
自
身
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
の
こ
の
12
年
間
を
振
り

返
っ
て
み
て
も
、
こ
れ
と
い
っ
た
自
慢
で
き
る
よ
う
な
こ
と

を
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

た
だ
一
つ
、
守
っ
て
き
た
の
は
、
何
が
あ
っ
て
も
関
係
者

以
外
に
、
絶
対
、
活
動
の
中
で
知
り
得
た
個
人
情
報
を
漏
ら

さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
家
族
に
も
一
切
話
は
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
だ
け
は
日
頃
か
ら
注
意
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
の
中
で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

相
談
事
や
悩
み
の
あ
る
人
の
話
は
十
分
に
聴
く
と
い
う
こ
と

で
す
。
高
齢
者
に
な
る
と
、
勘
違
い
や
聞
き
違
い
で
誤
解
を

招
く
こ
と
も
結
構
あ
り
ま
す
。
静
か
に
聴
い
て
や
る
こ
と
に

よ
っ
て
気
持
が
落
ち
着
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
関

わ
っ
た
ケ
ー
ス
を
２
例
ほ
ど
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
２

例
と
も
子
ど
も
さ
ん
は
県
外
で
生
活
し
て
い
る
独
居
高
齢
者

世
帯
で
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
若
干
認
知
も
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
が
、

時
々
、
夜
（
９
時
〜
11
時
ご
ろ
）
に
な
る
と
、
「
誰
か
が
家

の
前
で
覗
い
て
い
る
」
あ
る
い
は
「
遠
く
の
車
の
な
か
で
見

て
い
る
」
な
ど
と
電
話
が
入
り
ま
し
た
。
そ
の
都
度
伺
っ
て

「
誰
も
い
な
い
よ
」
、
「
車
で
回
っ
て
み
る
か
ら
安
心
す
る

よ
う
に
」
と
話
を
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
数
カ
月
続
き

ま
し
た
が
、
昼
間
伺
っ
て
良
く
話
を
聴
い
て
き
ま
し
た
ら
、

あ
る
日
か
ら
全
く
そ
の
よ
う
な
電
話
も
来
な
く
な
り
、
日
常

の
会
話
も
普
通
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

Ｂ
さ
ん
は
耳
が
遠
く
早
合
点
を
し
が
ち
な
方
で
す
。
認
知

も
進
ん
で
お
り
ま
し
た
。
子
ど
も
さ
ん
と
電
話
で
話
を
し
て

も
、
内
容
が
理
解
で
き
な
く
勘
違
い
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

す
る
と
全
く
冷
静
さ
を
失
っ
て
、
雨
や
雪
の
日
も
傘
も
さ
さ

な
い
で
た
ず
ね
て
き
ま
す
。
家
へ
上
が
っ
て
も
ら
い
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
子
ど
も
さ
ん
の
考
え
を
ゆ
っ
く
り
と
、
耳
元

で
聞
こ
え
る
よ
う
に
話
を
す
る
と
、
納
得
し
て
帰
っ
て
行
き

ま
し
た
。
何
事
も
よ
く
聴
い
て
や
る
こ
と
が
大
切
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

委
員
を
経
験
し
て
良
か
っ
た
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
で
す
。
入
園
、
入
学
式
や
運
動
会
、

音
楽
会
等
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ
と
大
勢
の
委
員
の
皆
さ
ん
と
知

り
合
い
に
な
れ
る
こ
と
で
す
。
３
年
ご
と
に
交
代
は
あ
り
ま

す
が
、
12
年
前
か
ら
の
お
付
き
合
い
が
今
で
も
続
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
私
に
と
っ
て
は
宝
物
で
す
。
あ
ま
り
心
配
は
不

要
で
す
。
暑
気
払
い
や
忘
年
会
ま
た
、
一
年
に
一
度
、
泊
ま

り
で
行
わ
れ
る
県
外
の
い
ろ
い
ろ
な
福
祉
施
設
を
見
学
す
る

研
修
視
察
も
楽
し
み
で
す
。

　

最
後
に
、
最
初
の
１
年
間
は
顔
と
名
前
を
覚
え
て
も
ら
う

期
間
と
し
て
、
あ
ま
り
肩
を
張
ら
ず
に
や
っ
て
い
か
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
１
期
で
は
な
く
、
２
期
・
３
期
と
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

佐久市野沢地区民児協

箕輪　一夫

佐久市と友好都市の
大船渡市へ視察研修。
（大船渡湾にて2012.10）

大船渡市民児協の委員さんから
3.11の体験を聞きました。

▲

▲

相
談
事
や
悩
み
の
あ
る
人
の
話
は

十
分
に
聴
く
こ
と
が
大
切
。

※
筆
者
は
平
成
25
年
11
月
30
日
に
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
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春の花まつり弁当作り

保育園児の遠足の支援

▲

▲

　

前
任
の
方
が
家
庭
の
事
情
で
急
遽
退
任
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
民
生
児
童
委
員
の
委
嘱
を
受
け
て
13
年
余
り
と
な

り
ま
す
。
初
任
者
研
修
を
重
ね
、
不
安
の
中
で
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。

　

私
は
茅
野
市
（
人
口
約
５
万
５
千
人
）
の
ち
の
地
区
民
児

協
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
担
当
は
本
町
区
で
、
４
名
の
民
生

児
童
委
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
児
童
委
員
は
、
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
に
顧

問
と
い
う
立
場
で
入
会
し
活
動
し
て
お
り
、
地
区
主
催
の

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
行
事
や
保
育
園
の
支
援
活
動
に
協
力
し

て
い
ま
す
。

　

好
評
な
行
事
の
一
つ
に
高
齢
者
の
方
へ
の
手
作
り
弁
当
の

宅
配
が
あ
り
ま
す
。
春
に
は
「
ひ
な
ま
つ
り
弁
当
」
秋
に
は

「
も
み
じ
弁
当
」
を
お
届
け
し
ま
す
が
、
「
心
が
こ
も
っ
て

い
る
」
と
み
ん
な
心
待
ち
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

区
域
内
で
の
日
常
活
動
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
た
方
と
傾
聴
を
基
本
に
接
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
民
生
児
童
委
員
の
最
も
大
切

な
活
動
だ
と
思
い
ま
す
し
、
大
変
喜
ば
れ
訪
問
を
心
待
ち
に

さ
れ
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
や
障
が
い
の

あ
る
方
は
、
い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

近
所
の
協
力
も
得
な
が
ら
見
守
り
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
民
生
児
童
委
員
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
解
決
で
き
る
こ
と
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
福
祉
に
関
わ
る
諸
団

体
と
の
連
携
が
重
要
で
す
。
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
力
も
福
祉
力
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
児
童
委
員
の
研
修
旅
行
が
毎
年
行
わ
れ
ま
す
。

訪
問
先
の
民
生
児
童
委
員
協
議
会
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
っ

て
、
私
た
ち
の
実
践
活
動
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
研
修
が

終
わ
り
、
宿
に
入
れ
ば
慰
安
旅
行
の
趣
に
な
り
ま
す
。
一
杯

や
り
な
が
ら
他
地
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
具
体
的
な
内
容

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
定
例
会
と
は
一
味
違
う
大
変
有
意

義
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
り
、
楽
し
い
ひ
と
時

が
過
ご
せ
ま
す
。

　

私
の
地
域
に
お
い
て
は
、
任
期
中
に
大
き
な
災
害
や
事
件

も
な
く
幸
い
で
し
た
が
、
福
祉
の
問
題
は
年
々
、
人
手
や
お

金
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
も
多
く
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
ま
た
、
多
く

の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
力
不
足
を
補
っ
て
い
た

だ
い
て
の
13
年
で
し
た
。

　

新
任
の
委
員
の
方
に
は
「
つ
な
ぐ
」
の
心
を
お
伝
え
し
、

地
域
の
つ
な
が
り
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
祉
に
関
わ
る
諸
団
体
と
の
連
携
が
重
要
。

茅野市ちの地区民児協

五味　マサミ

※
筆
者
は
平
成
25
年
11
月
30
日
に
退
任
さ
れ
ま
し
た
。



編
集
委
員

リ
レ
ー
日
記

　

今
回
の
一
斉
改
選
に
よ
り
全
県
で
5
、1

7
6
人
の
委
員
が
新
し
い
任
期
を
歩
み
始
め

ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
2
、7
9
8
人

（
54.1
％
）
が
新
任
委
員
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
号
で
は
、
前
回
の
改
選
時
に
行
っ
た
新

任
委
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
先
輩
委

員
の
エ
ー
ル
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、
就
任
し
て
半
年
余
り
の
活
動
を
通

し
て
感
じ
た
新
任
委
員
の
や
り
が
い
や
悩
み
、

苦
労
な
ど
が
列
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
輩
委

員
の
示
唆
に
富
ん
だ
助
言
と
と
も
に
活
動
す

る
う
え
で
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

ま
た
、
長
野
県
民
児
協
の
名
称
が
変
更
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
民
児
協
の
組
織
や
活

動
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。

　

社
会
環
境
が
複
雑
多
岐
に
な
っ
て
い
く
な

か
、
民
生
児
童
委
員
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
一
斉
改
選
を
機
に
再
任
・
新
任
の

委
員
が
互
い
に
手
を
携
え
「
つ
な
ぐ
」
を
合

い
言
葉
に
地
域
の
見
守
り
役
を
務
め
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

私
た
ち
編
集
委
員
も
、
今
号
を
も
っ
て
三

年
間
の
任
期
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
取
材
や
寄
稿
、
表
紙
の
写
真
提
供

な
ど
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
改
め
て
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
熊
井
文
弘
）

8長野県民生児童委員だより

編集委員／　熊井　文弘・守屋　輝代・小平　實・小林　善則

表紙写真紹介

「浅川押田の道祖神まつり」長野市
小正月の伝統行事で、毎年1月15日に行われます。正月飾りやダルマ
などを燃やす火祭りで、一般には「どんど焼き」と言われていますが、押
田では「道祖神まつり」と呼んでいます。6メートルほどの松の木の周り
に正月飾りを集め、わらで編んだ「のれん注連」と呼ばれる注連縄を巻き
付け、ピラミッド型のやぐらを作ります。夕方6時、やぐらに火がつけられ、
集まった人たちは、残り火で餅を焼き、一年の健康と幸せを祈ります。

「押田写真クラブ」会長

「押田写真クラブ」

さん

15年前に結成の写真愛好者グループ。会員は現在12人。

撮　影

profile

熊井 允映
まさ  え

私達、編集委員４名が本誌「つなぐ」を企画してきました。
３年間お世話になりました。

全国社会福祉協議会会長表彰 平成25年11月15日（金）　全国社会福祉大会において表彰  民生委員・児童委員功労

長野県社会福祉協議会会長表彰 平成25年9月11日(水）　県社会福祉大会において表彰  民生委員・児童委員功労

全国民生委員児童委員連合会会長表彰 平成25年10月10日(木）　全国民生委員児童委員大会において表彰    永年勤続民生委員・児童委員表彰

優良民生委員児童委員協議会表彰

阿智村 櫻井 美津惠

軽井沢町
平谷村
売木村
大鹿村
上松町
池田町
池田町
小谷村
坂城町
高山村
信濃町
信濃町
長野市

土屋 信子
宮澤 カヨコ
松原 仁美
松尾 久子
宮木 昭彦
片瀬 興亜
倉嶋 香代子
相澤 洋人
野口 協子
佐藤 和男
山室 廣久
和田 正
森　 かをる

大鹿村
木曽町
王滝村

宮﨑 安子
青木 佳代子
三浦 織江

高山村
長野市
松本市

湯本 直嗣
岩下 則子
宮林 孝子

松本市笹賀地区民生委員・児童委員協議会  
諏訪市東南部地区民生児童委員協議会  
東御市北御牧地区民生児童委員協議会  

松本市
岡谷市
諏訪市

田口 洋子
宮入 重人
両角 勲

大町市
塩尻市
佐久市

古川 浚世
角田 みやこ
池田 たず子

長野市
長野市
長野市
長野市
長野市
長野市
松本市
松本市
松本市
松本市
松本市
松本市
松本市

井原 きみ枝
宮澤 愛子
西澤 定男
伊藤 篤志
花岡 昭三
　澤 袈裟富
永澤 尚子
姉嵜 智子
千野 千鶴子
青柳 由利子
　橋 昌子
西村 正治
宮本 富夫　

上田市
上田市
飯田市
飯田市
飯田市
飯田市
飯田市
諏訪市
小諸市
小諸市
小諸市
中野市

青木 順子
両角 一幸
田中 百合子
塩澤 美登里
峯島 成憲
赤木 みさ子
岡庭 忠臣
小平 武
宮下 千代子
依田 きくよ
丸山 和代
小林 保

大町市
飯山市
茅野市
茅野市
茅野市
茅野市
茅野市
千曲市
佐久市
安曇野市
安曇野市

金原 磨智子
長岡 照正
百瀬 和江
神澤 美佐子
五味 マサミ
眞道 美枝子
金田 照俊
春日 和子
相京 市子
増田 早苗
竹内 悦子

大鹿村 宮﨑 安子


	つなぐ115-01
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